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第2回酸化ストレスと肝研究会平成 17年 10月29-3 0日 福岡
Tan A， Oka S， Mochizuki M， Masutani H，Yiodoi .T: 
Thioredoxin-binding protein-2 (TBP嗣2)-likeprotein associated with splicesome 
(TLAS) is a novel growth repressor and colocalizes with a splicing factor SC35. 








第28回日本分子生物学会年会平成 17年 12月7日-10日 福岡
孫安生、石井保之、近藤則彦、岡新一、吉田徹、中村肇、増谷弘、
淀井淳司
ThioI吋 oxinbinding protein-2 (TBP聞2)による樹状細胞の機能制御










第26回日本基礎老化学会シンポジウム 平成16年 11月6日 東京
AhsanMK，Masutani H， Kim YC， Maeda M， Nosaka K， Matsuoka M， Nishina主aY，
Yodoi .1: 
Role of TBP聞2gene silencing in IL・2・independentgrowth of HTLV.・.1幽transformed
T-cells. 




第 27回日本分子生物学会年会平成16年 12月8-11日 神戸
陪新一、増谷弘、劉文瑞、淀井淳司:
Thioredoxin binding protein側2 (TBP・2)パTitaminD3 up-regulated protein 1 
(VDUP1)ファミリータンパク質 TBP-2NDUPlsの peroxisomeproliferator-
activated receptor-γ による誘導と締胞増殖制御

































よる締胞増殖抑制の分子機能の一つを明らかにした (Nishinakaet al. Cancer Res.， 
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いる O しかし、 TBP-2以外のそれらファミリ一分子については、その機能は全
く未知であった。我々は、 TBP-2ファミリーの生体内機能を調べるため、この
中の一つ、 TBP-2-1ikeinducible membrane protein (TLIMP)をクローニングし解析
を行った。 TLIMPは、 TBP-2とは異なり、 TRXとは結合しない。また、 TBP-2
が核タンパク質であるのに対して、 TLIMPは細胞膜、エンドソーム、リソソー
ムなどの膜輪送に伴った局在を示すことを明らかにした。また、TLIMPは、TBP-2
と同様に Peroxisomeproliferator-activated receptor(PPAR)やビタミン D の下流で
発現が誘導されるタンパク質であり、細胞増殖抑制能を持つこと見出した。さ
らに TLIMPは、リガンド依存的な PPARの活性化を抑制することから、 PPAR
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